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草
取
り
に
め
げ
て
は
な
ら
じ
珍
ら
し
き
花
頂
き
て
庭

に
植
う
れ
ば

岩
松
　
貞
子

少
々
の
山
菜
上
げ
し
ゆ
き
ず
り
の
人
は
押
葉
と
な
し

て
そ
を
呉
る
る

斎
藤
タ
カ
子

数
年
を
休
め
し
水
田
に
葦
切
の
巣
づ
く
り
せ
し
や
鳴

く
声
の
す
る

平
間
　
久
子

城
山
の
か
げ
に
鳴
く
ら
む
郭
公
の
声
晴
れ
わ
た
る
空

よ
り
聞
こ
ゆ

岡
崎
　
澄
子

九
十
キ
ロ
の
粘
土
朝
よ
り
練
り
終
へ
て
腕
の
痺
れ
は

言
は
ず
汗
ふ
く

鈴
木
　
和
江

裏
庭
に
あ
ぢ
さ
ゐ
の
花
咲
き
初
め
て
夫
の
一
周
忌
は

や
巡
り
来
る

佐
藤
　
ひ
で

孝
子
堂
の
草
地
に
立
て
る
忠
魂
碑
中
支
に
散
り
し
兄

の
名
な
ぞ
る

阿
部
は
ぎ
の

賑
や
か
に
湖
畔
に
集
ふ
親
子
会
食
事
と
な
り
て
子
等

し
づ
か
な
り

水
戸
　
光
穂

自
生
せ
る
虫
と
り
草
は
鮮
や
か
に
主
役
の
如
く
庭
に

誇
れ
る

高
子
う
こ
ん

母
の
日
は
家
族
の
愛
の
花
束
の
赤
白
黄
色
部
屋
に
溢

れ
つ

太
田
　
敏
子

一
首
目
。
こ
れ
か
ら
が
草
と
の
競
争
。
お
も
し

ろ
く
時
節
を
と
ら
え
得
て
い
る
。
二
首
目
。
ゆ
き
ず

り
の
人
と
の
こ
こ
ろ
の
交
流
を
描
く
。
作
者
の
や
さ

し
さ
が
な
し
た
作
品
。
三
首
目
。
休
耕
の
小
山
田
と

言
え
ど
も
、
そ
こ
に
織
り
な
す
自
然
の
営
み
に
休
止

は
な
い
。
そ
う
し
た
実
感
が
よ
く
出
て
い
る
。

流
れ
ゆ
く
形
代
に
声
添
へ
も
し
て

佐
藤
　
周
子

一
つ
啼
き
み
な
啼
き
出
し
ぬ
蛙
の
夜

日
下
　
　
文

夕
菅
や
逢
ひ
た
き
人
の
あ
り
に
け
り

制
野
　
リ
エ

小
雀
の
少
し
飛
ん
で
は
歩
き
て
は

山
家
　
弘
子

減
反
の
田
の
麦
秋
と
な
り
に
け
り

鈴
木
　
民
子

色
柄
も
変
え
て
す
っ
き
り
衣
更

福
原
　
峯
子

タ
ン
ポ
ポ
や
綿
毛
と
な
り
て
旅
立
ち
ぬ

遠
藤
　
忠
臣

山
梔
子
の
匂
ひ
漂
う
テ
ィ
タ
イ
ム

佐
久
間
と
み
子

大
夕
焼
け
丘
の
校
舎
も
燃
え
て
を
り

高
子
う
こ
ん

遠
ざ
か
る
駅
に
未
練
の
白
牡
丹

大
庭
　
良
子

■
小
原
中
学
校
二
年
生
・
三
年
生
特
別
作
品

駅
伝
の
練
習
始
む
炎
天
下

小
室
　
春
菜

母
の
日
に
は
じ
め
て
つ
た
え
た
「
あ
り
が
と
う
」

高
橋
　
希
衣

そ
よ
風
に
揺
ら
れ
て
風
鈴
鳴
り
響
く

今
出
　
雄
太

野
の
先
に
草
笛
を
吹
く
彼
を
み
る

大
浦
　
　
梢

雨
が
止
み
我
の
心
に
虹
が
さ
す

斎
藤
　
　
心

汗
を
拭
き
あ
き
ら
め
き
れ
ず
走
り
け
り

大
槻
　
綾
菜

振
り
向
け
ば
夕
焼
け
達
が
赤
面
す

原
田
優
希
菜

遠
山
の
綺
麗
に
見
え
る
若
葉
山

四
竈
　
　
翔

夏
の
山
心
な
ご
ま
す
雄
大
さ

高
橋
　
裕
輔

母
の
日
に
母
に
届
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

中
橋
由
布
子

灰
色
の
空
が
か
く
し
た
夏
の
あ
お（
二
年
）
五
十
嵐
　
翔

夏
が
来
た
私
が
惚
れ
る
先
生
だ（
二
年
）
小
室
　
安
代

大
家
族
一
抜
け
二
抜
け
今
二
人

高
橋
　
要
一

年
の
差
が
ち
ょ
っ
と
邪
魔
す
る
恋
心

平
間
　
大
恵

男
性
も
洗
濯
し
て
る
日
曜
日

佐
久
間
と
み
子

苦
労
す
る
筈
じ
ゃ
な
か
っ
た
赤
い
糸

小
野
嘉
津
子

介
護
す
る
心
を
花
に
癒
さ
れ
る

米
沢
　
礼
子

予
定
な
し
ひ
た
す
ら
無
為
の
ひ
と
り
も
の
佐
藤
　
尚
志

う
っ
か
り
と
滑
っ
た
口
を
攻
め
ら
れ
る

草
野
　
　
清

胃
カ
メ
ラ
の
無
事
が
安
ど
の
土
い
じ
り

阿
部
は
ぎ
の

保
険
か
け
す
ぎ
て
明
日
食
う
米
が
無
い

大
庭
　
良
子

普
段
で
は
見
ら
れ
ぬ
笑
顔
選
挙
戦

水
戸
　
光
穂

一
句
目
。
少
子
高
齢
化
に
核
家
族
化
の
同
時
進

行
、
二
人
は
や
が
て
一
人
に
。
人
口
の
過
疎
化
は
進

む
。
現
代
社
会
を
鋭
く
風
刺
し
て
い
る
。
二
句
目
。

恋
の
情
熱
は
何
も
の
も
越
え
る
。
年
齢
差
な
ど
気
に

し
な
い
。
か
の
ゲ
ー
テ
の
恋
を
見
よ
。
三
句
目
。
人

間
社
会
の
成
り
立
ち
や
生
物
の
歴
史
を
見
る
と
き
、

男
女
共
同
参
画
は
？
が
つ
く
。
平
成
の
世
の
産
物
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板 � （８月１日～９月５日）�

開催日� 時　間� イベント名� 場　所� 有・無料� 問い合わせ先� 備　考�
  9:00～�
17:00 弥治郎こけし村�

七ヶ宿スキー場�

ふれあいプラザ�

無料� 16頁掲載�

17頁掲載�

17頁掲載�

�

17頁掲載�

３頁掲載�

17頁掲載�

18頁掲載�

17頁掲載�

18頁掲載�

16頁掲載�

18頁掲載�

17頁掲載�

17頁掲載�

入場無料�
※出店希望者連絡必要�
参加費8,900円�
※申込必要�

無料・材料持参�
※連絡必要�

無　　料�

無　　料�

参加無料・材料費各自負担�
※申込必要�

参加無料・材料費各自負担�
※申込必要�

参加無料・材料費各自負担�
※申込必要�

参加無料�

お茶券400円�
※小学生以下は無料�

弥治郎こけし村�
0２６－３９９３�

総務課�
0２２－１３３１�

男女共同参画課�
0２２－６０２５�

勤労青少年ホーム�
0２５－３７２０�

男女共同参画課�
0２２－６０２５�

男女共同参画課�
0２２－６０２５�
男女共同参画課�
0２２－６０２５�

男女共同参画課�
0２２－６０２５�

情報センター�
0２２－１５００�

男女共同参画課�
0２２－６０２５�

いきいきプラザ�
0２２－１６３５�

いきいきプラザ�
0２２－１６３５�

古典芸能伝承の館�
0２５－７９４９�

参加無料�

参加無料�ふれあいプラザ�

ふれあいプラザ�

あしたば白石�
（働く婦人の家）�

あしたば白石�
（働く婦人の家）�

いきいきプラザ�

いきいきプラザ�

ふれあいプラザ�

碧水園�

情報センター�
（アテネ）�

全国こけし工人コレクション展ＰＡＲＴ１�

ふれあい講座「オトコの食卓」�
対象：男性のみ　※9/4も開催�

定期リサイクル教室�
「廃油からつくるリサイクル石けん」�

パソコン相談　※8/30も開催�

碧水園こども茶会�

キース・ジョン　オルガンリサイタル�

パラグライダー体験教室�

いきいきプラザ　フリーマーケット�

白石市制施行５０周年記念�
第５５回全日本学生新体操選手権大会�
ふれあい講座「女性のくらし百科」�
初めての大工しごと②  対象：女性のみ�

パートタイム労働ガイダンス・相談会�

みんなでしゃべっぺ�
（男と女の井戸端会議）・企業編�

19:00～�
20:30

13:30～�
15:00
10:00～�
11:30
  9:30～�
16:30
10:00～�
12:00
14:00～�
16:30
  8:30～�
12:00

  9:30～�

10:00～�
15:00 
13:30開場�
14:00開演�
10:00～�
11:30
10:00～�
12:00 

18:30～�
20:30

�

8 月 6 日（水）�

8 月 7 日（木）�

 8 月 8 日（金）�

 8 月 9 日（土）�

�

 8 月21日（木）�

8 月22日（金）�

8 月23日（土）�

 8 月24日（日） �

8 月24日（日）�

8 月24日（日）�

8 月25日（月）�

8 月28日（木）�

3,000円（全席指定）�
※学割半額�

ホワイトキューブ�
0２２－１２９０�

ホワイトキューブ�

ホワイトキューブ�

みにみにセミナー「護身術」�

男子厨房に入ろう会　対象：男性のみ�

�

7 月10日（木）�
～9 月 2 日（火）�

8 月18日（月）�
～20日（水）�

歌
　
壇

岩
　
崎
　
聰
之
介
　
選

俳
　
壇

遠
　
藤
　
秋
　
尾
　
選

柳
　
壇

山
　
田
　
風
　
流
　
選

評

評

～みんなで謡えばコワクない～�

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

　サークルメンバーは、男女合わせて10

名です。松田謙一先生のご指導により、

「あしたば白石」での稽古は今年で６年

目を迎えます。�

　日本古典芸能の「能」の幽玄さや深遠

さなどはともかくとして、初心者ばかり

なので、まず「謡曲」に親しむべく「間

違えても平気で大きな声を出して謡おう」

からスタートしました。�

　同じ曲を何度も反復する練習法ですが、

遅々としてなかなか上達しません。それ

でもせめて結婚式の祝謡に「高砂」を謡

ってみたいものですね。�

　年中行事である新年の「謡い初め」、

夏の「ゆかたざらい」、秋の「あしたば

白石まつり」での発表を目標に、月２回

悠揚と声高らかに励んでいます。�

マイ�
サークル�

木　謡　会�
148

　あしたば白石　0・425-5095

もく　　  よう�

６月23日から７月１日にかけて、日本政府が設

立したフルブライト・メモリアル基金「教育者招聘

プログラム」により、アメリカの教育関係者20人

が白石市を訪問しました。

一行は、白石第二小学校、東中学校、白石高校で

の授業見学やＰＴＡ関係者との懇談をはじめ、白石

城や碧水園、弥治郎こけし村などの施設訪問、週末

にはホームステイと、日本の教育制度と文化を実体

験しました。子どもたちも、英会話や踊りを一緒に

体験するなど、異国の訪問者に大喜びでした。

市民文芸�
応募方法�
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書
き、〒989-0257白石市字亘理町37-3、白石市情報センターへ。はがき1枚に短歌、俳句、川柳の
併記は不可。毎月15日締め切り。�
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）�

アメリカの教育関係者が白石市を訪問

碧
水
園
で
は
「
子
ど
も
の
た

め
の
日
本
舞
踊
講
座
」
講
座

生
な
ど
、
３
歳
か
ら
小
学
生

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
日
本

舞
踊
を
披
露
し
ま
し
た

▲

白石第二小学校の
４年生と一緒に
「南中ソーラン」
を踊りました

s

日本の学校給食も
実体験（東中学校）

s

t東中学校では、英語
の授業に飛び入り参
加。生徒たちも「本
場」の発音に触れ大
喜びでした

く
ち

な

し




